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筋を通す人　山村先生の思い出
鈴　木　岩　行
　2017 年 8 月山村先生の訃報に接し，大変驚いた。今年いただいた年賀状に「両脚の手術が終わり，2
年間の激痛から解放された。そのうち大学の図書館に伺いたい」と書かれていたので，痛みがなくなり，
お元気になられたものとばかり思っていたからである。2009 年の『和光経済』第 41 巻第 2・3 号に掲
載された山村先生の原田勝正先生への追悼文は名文と言われており，それにはとても及ぶべくもないが，
山村先生の思い出を書かせていただく。
　私が山村先生と初めてお会いしたのは，1993 年４月の入学登録であった。私がご挨拶すると，柔和
な笑顔で返され，温厚そうな方だなというのが第一印象であった。しかし，教授会などで筋の通らない
議論があると，真っ向から反対意見を述べられ，その落差に驚いた憶えがある。
　私は一度だけ山村先生と調査旅行にご一緒したことがある。本学の総合文化研究所（当時）の研究プ
ロジェクト・現代中国研究会で代表の佐治俊彦先生とユ・ヒョヂョン先生，山村先生，私の 4 人で
1996 年 4 月上海・蘇州に赴いた。上海の外灘（通称バンド）を歩いていた時，通りに面した歴史的建
造物を山村先生が熱心に写真に撮られていた。当時は詳しく知らなかったが，山村先生は戦前の上海に
おける日本人居留民を研究テーマとしていたことを知り，合点がいった。
　山村先生と私の接点というと，どうしても山村先生のご病気に関係してしまう。最初は，2004 年山
村先生がサバティカル中で，私が経営学科長の時である。
　「実は癌で，ステージも進んでいる」と沈痛な声でお電話をいただいた。私が「以前も癌で早期退職
された教員がいますが，今はお元気になられているので，ご病気と上手につきあわれたらいかがです
か」と言うと，「そうだね」と言われて電話を切られた。翌年 4月，無事サバティカルから戻られ，復
帰のご挨拶では全教員の前で自ら癌であることを述べられた。その後，健康を回復され，2006 年 4 月
から 09 年 3 月まで総合文化研究所の所長職を全うされた。その間，私を代表とする研究グループは一
般研究甲に指定され，インドネシアとベトナムに調査に行くことができた。その研究成果を 2010 年 3
月に単行本として出版することができたので，前所長の山村先生に差し上げたいと思ったが，2009 年
11 月よりご病気による休職中で果たせなかった。
　次の接点は，山村先生のご退職の時である。山村先生は 2年間の休職の後，2011 年 10 月退職される
こととなった。奇しくも，その時私は経済経営学部の学部長の任にあり，山村先生からの学部教員宛の
鄭重な退職のご挨拶状をいただき，学部教員に披露させていただいた。その後もわざわざ教授会に見え
られ，教員にご挨拶をされた。
　山村先生は名誉教授になられたが，「名誉教授は『和光経済』に論文を載せられる」と喜ばれていた。
その言葉通り，ご退職後も『和光経済』に論文を執筆された。また，一昨年 2015 年には，病をおして
学会発表をされたと伺っている。2017 年 3 月の『和光経済』第 49 巻第 3号の論文が絶筆となった。正
に命を懸けて研究に取り組まれていた。誠に研究者としても筋を通された一生だったと感服している。
謹んで茲にご冥福をお祈り申し上げます。
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